
目を三角にして誰かと競ったりするのではなく、
街中の交差点ですら身を翻すように曲がる楽しさを感じ、
信号待ちからの加速や高速道路への合流でも、力を振り絞って駆ける喜びを味わい尽くす。
S660の楽しさは、週末に仲間と楽しむフットサルや草野球とよく似ています。

そんなあなたの横を、プロのサッカー選手や野球選手みたいな、500馬力も600馬力もある
スーパースポーツカーがクールに追い抜いていくかもしれませんが、
笑顔でクルマを走らせるあなたのことを、きっと彼らだって羨むはずです。

──とはいえ、もうひとつ重要なことがあります。
このS660は、エンジンも、足回りも、ボディも、とにかくぜいたくにつくり込みました。
フットサルコートのように小さなコースで一緒に走ったら、もしかすると
どんな速さ自慢のスポーツカーよりも、S660の方が速いことだってあるかもしれない……ということです。

なんて痛快なんでしょう。


